
学年末考査に向けて 

総合的な学習の時間 ～練馬の魅力を伝えよう～ 

持ち主不明の傘 ２０本 
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↑個性豊かなジャバラがたくさんできました。 

↑

個
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 ８日（月）の１時間目、学年末考査の範囲を配布し計画表（マルへの道）を記入しました。各教科のやる

べきことを考え、具体的な取り組み方や時間の予定を立てました。全て予定通りとはいかない
と思いますが、計画的に学習が進められるようになってほしいです。「マルへの道」は毎朝担任の先生

が回収しテストに向けての学習状況をチェックしています。ぜひ、ご家庭でも確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在、１年生の総合では「練馬の魅力を伝えよう」という学習を行

っています。２学期には、班テーマと個人の分担を決めて、情報集め

とまとめをしました。それをつなげて班で一つのジャバラを完成さ

せました。３学期は、発表方法を考え原稿作成や発表練習に取り組

んでいます。どのクラスでも、班のみんなで協力して一生懸命取り

組む姿がみられます。今後は、クラス発表と代表班による学年発表

まで行う予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 先週火曜日の朝は雨。下校時には晴れていたこともあり、置き忘れの傘が大量にありました。その翌

日から傘を持ち帰るよう呼びかけ、ある程度置き忘れの傘は減っていきました。しかし、結局持ち主が

分からないままの傘が今週月曜日の時点で２０本。最終的に水曜日に処分すると伝えても、それ以上
傘の持ち主は出てきませんでした。つまり、２１２人の学年で 20 本の傘が１日で持ち主不明になると

いうことです。特に多いのはビニール傘です。自分の物への意識を高め、

物を大切にしてほしいです。 

 保護者の方へお願いです。傘に何か自分のものと分かるシー
ルやサインなどをつけてほしいです。 

それも必ず生徒本人にやらせてください。 

練馬区立石神井西中学校 

令和 3年２月 10日（金） 

第 49号 



来週の予定 

生徒会・学級委員会ポスター 

バレンタインデーですが・・・ 

↑素敵なポスターができました。ありがとう。 

 

 

先週、生徒会役員の 3 名が「学年の生活を良くするためのポスターを作っていいですか？」と言いに

きてくれました。生徒会・委員会活動ができない今の状況で、自分たちができることを考え行動してく

れたことにとても感心し、嬉しくなりました。せっかくなので生徒会から学級委員にも呼びかけてもら

い、生徒会と学級委員会合同で学年のみんなに向けた生活に関するポスター制作が始まりました。先

週、学年集会で私が話した内容を中心にポスターを作ってくれました。家で下書きをしてきてくれたり、

昼休みの時間を作業に充てたりして完成させてくれました。来週から学年の階段や廊下に掲示します。

生徒のみなさんの目に留まると思うので、自分たちの生活に活かしてくれたら嬉しいです。 

 

 

 

 

 

いつからかは知りませんが、2月 14日はバレンタインと言われている日です。好き

な人や友達にチョコを配りたくなる日のようです。どこかの小学校では、この日だけ

はチョコなどのお菓子を持ってきても許されていたかもしれません。しかし、中学校

では、いつでもお菓子は不要物です。例外はないのです。「夢がないなぁ。」なんて思
わずにそこは理解してください。私たちだって、一生懸命作ったであろう物を没収・廃

棄なんてしたくありません。私個人的には、中学生のみんなには恋をしたり青春を感じたりしてほしい

と強く願っております。どうか、学校に持って来ないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※16日（火）～19日（金）  

地域未来塾あり 

１５（月） 
朝保育園側の樹木剪定あり。登校時注意。 

５時間授業 ①カット 

１６（火） ６時間授業 

１７（水） ６時間授業 ⑥道徳 

１８（木） ６時間授業 ⑥総合 発表リハーサル 

１９（金） ６時間授業 ⑥総合 クラス発表会① 

～コミュニケーションが大事～ 
 

愛を伝えるには言葉が一番。チョコや SNS などに頼らず、相手に直接伝えることが必要。

Communication is important. バレンタインにチョコを送るというイベントに左右されて

はいけない。今、君たちに必要なのは面と向かっての communicationである。 


